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し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
の
設
置
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

②
14
校
で
設
置
が
終
了
し
た
。
運

用
に
当
た
っ
て
は
管
理
責
任
者
を
置

き
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
遵
守
す

る
よ
う
指
導
・
監
督
を
行
い
、
デ
ー

タ
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

③
八
小
地
区
子
ど
も
み
ま
も
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
や
黄
色
い
腕
章
を
つ
け
た
見

守
り
等
を
実
施
し
て
い
る
。

④
登
校
時
間
帯
の
1
時
間
、
各
校

に
1
人
配
置
し
た
場
合
、
年
間
200
日
、

1
時
間
当
た
り
800
円
と
仮
定
す
る
と
、

約
3
百
万
円
か
か
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
夏

休
み
に
市
立
小
学
校
で
発
生
し
た
プ

ー
ル
事
故
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

②
児
童
の
心
理
ケ
ア
は
。

③
今
後
の
改
善
点
は
。

④
埼
玉
県
の
プ
ー
ル
事
故
を
受
け

て
調
査
し
た
結
果
と
改
善
策
は
。

⑤
市
営
プ
ー
ル
の
設
備
管
理
や
運

営
の
委
託
状
況
は
。

教
育
長

①
事
故
を
重
く
受
け
と
め
、

臨
時
校
長
会
の
開
催
や
、
状
況
視
察

等
を
通
じ
、
指
導
管
理
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
周
知
し
た
。

②
市
か
ら
臨
床
心
理
士
を
派
遣
し
、

相
談
に
当
た
っ
た
。

③
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
、
研
修
会
を
通
し
て
安

全
に
対
す
る
教
員
の
意
識
の
向
上
を

図
り
た
い
。

④
市
営
プ
ー
ル
2
か
所
、
小
学
校

14
校
、
中
学
校
8
校
に
つ
い
て
は
吸

い
込
み
防
止
金
具
が
未
設
置
で
あ
っ

た
た
め
設
置
し
た
。

⑤
受
付
業
務
、
監
視
・
救
護
及
び

安
全
管
理
、
清
掃
業
務
等
を
委
託
し

て
お
り
、
孫
請
は
禁
止
し
て
い
る
。

代
の
出
土
品
な
ど
は
鈴
木
遺
跡
資
料

館
で
、
新
田
開
発
に
関
す
る
資
料
な

ど
は
図
書
館
、
民
具
庫
な
ど
で
保
存
・

公
開
し
て
い
る
。

②
指
定
は
お
お
む
ね
終
了
し
た
と

考
え
る
。
保
護
・
管
理
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
所
有
者
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
努
め
て
い
く
。

③
後
継
者
育
成
事
業
を
初
め
、
数

多
く
の
演
奏
会
な
ど
行
っ
て
お
り
、

会
員
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
く
と

考
え
る
。
今
後
は
、
後
継
者
の
育
成

や
無
形
文
化
財
伝
承
者
の
認
定
制
度

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
重
大
な

状
況
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
小
平
市
で
愛
国
心
を
評
価
す
る

よ
う
な
通
知
表
を
つ
く
っ
て
い
る
学

校
は
あ
る
か
。

教
育
長

①
教
育
基
本
法
の
あ
り
方

は
重
大
な
国
の
政
策
を
決
定
す
る
も

の
な
の
で
、
国
会
の
最
終
的
な
審
議

結
果
を
待
つ
ほ
か
は
な
い
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
今
後
の
教
育

行
政
に
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る

重
要
法
案
な
の
で
、
関
心
を
も
っ
て

そ
の
経
緯
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

②
な
い
。
各
学
校
に
お
い
て
、
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
適
切
な
指

導
と
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

ー
ル
タ
イ
プ
の
路
面
表
示
を
設
置
し

て
い
る
。

③
昨
年
度
は
高
校
生
の
自
転
車
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
の
意
見
が
1
件
あ
っ

た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
路
面
表
示
の

設
置
要
望
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
の
意
見
も
内
包

し
て
い
る
と
受
け
と
め
て
い
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
検
討

内
容
の
主
な
点
は
。

②
集
会
所
と
し
て
の
機
能
や
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
音
楽
室
、
駐
車
場
の

確
保
等
に
対
す
る
考
え
は
。

③
地
域
市
民
が
計
画
へ
参
加
で
き

る
場
づ
く
り
等
も
含
め
、
今
後
の
計

画
は
。

教
育
長

①
図
書
館
・
公
民
館
の
複

合
化
で
あ
る
た
め
、
一
方
の
敷
地
に

建
設
し
た
場
合
の
機
能
の
共
用
化
、

建
て
か
え
工
事
期
間
中
の
蔵
書
の
取

り
扱
い
や
公
民
館
活
動
へ
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

②
市
民
が
学
習
や
活
動
を
行
う
た

め
の
必
要
な
機
能
の
確
保
や
、
新
た

な
施
設
の
中
で
の
集
会
室
機
能
の
共

用
な
ど
も
含
め
、
利
用
者
の
要
望
に

対
応
で
き
る
よ
う
多
目
的
な
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

③
今
年
度
は
利
用
者
か
ら
の
意
見

や
要
望
も
含
め
、
市
職
員
が
検
討
を

進
め
て
い
る
。
一
定
の
考
え
方
を
市

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
公

約
ど
お
り
体
育
施
設
を
指
定
管
理
者

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

②
市
民
総
合
体
育
館
の
維
持
管
理

経
費
の
内
訳
は
。

③
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
節
約
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
れ
る
か
。

④
市
民
主
体
の
運
営
方
式
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

①
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
だ
が
、

他
市
の
情
報
を
収
集
し
て
、
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
平
成
16
年
度
決
算
で
は
人
件
費

が
約
3
千
3
百
90
万
円
、
光
熱
水
費

が
約
5
千
2
百
40
万
円
、
委
託
料
が

約
1
億
3
百
70
万
円
等
と
な
っ
て
い

る
。

議
会
、
利
用
者
や
周
辺
住
民
を
含
め

た
市
民
へ
示
し
、
意
見
や
提
案
を
も

ら
う
中
で
よ
り
よ
い
施
設
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

③
街
路
灯
を
整
備
し
、
歩
道
を
広

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

④
通
称
第
2
踏
切
は
ほ
と
ん
ど
の

歩
行
者
が
都
道
132
号
線
を
横
切
る
た

め
、
停
止
線
の
位
置
の
見
直
し
や
横

断
歩
道
が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑤
踏
切
の
マ
ウ
ン
ド
が
高
く
て
危

険
な
の
で
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
と
し

て
歩
道
の
段
差
や
勾
配
、
ブ
ロ
ッ
ク

や
舗
装
等
の
改
修
を
行
う
も
の
で
、

拡
幅
の
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

②
通
行
車
両
へ
の
注
意
喚
起
が
期

待
で
き
る
の
で
検
討
し
た
い
。

③
地
元
商
店
会
が
設
置
し
た
も
の

な
の
で
、
調
整
が
必
要
と
考
え
る
。

④
小
平
警
察
署
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
停
止
線
は
踏
切
と
距
離
を
あ
け

た
形
に
改
善
す
る
が
、
横
断
歩
道
の

設
置
は
困
難
と
の
回
答
を
得
た
。

⑤
現
在
の
道
路
状
況
で
地
権
者
が

利
用
し
て
い
る
の
で
、
高
さ
を
変
え

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
地
震

の
大
き
な
揺
れ
が
来
る
前
に
地
震
の

規
模
や
到
達
時
間
を
伝
え
る
緊
急
地

震
速
報
シ
ス
テ
ム
が
一
部
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
場
合
、
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
市

の
施
設
は
ど
こ
か
。

②
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
場
合
ど

の
よ
う
な
危
険
が
回
避
で
き
る
か
。

③
導
入
の
検
討
は
。

市
長

①
市
役
所
や
健
康
福
祉
事
務

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
用
施
設
、
あ
る

い
は
地
域
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
市

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
整
備

に
関
す
る
要
望
と
対
応
策
は
。

②
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
更
衣
室
、

日
よ
け
の
設
備
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

な
ど
の
整
備
計
画
は
。

教
育
長

①
要
望
の
多
い
砂
じ
ん
対

策
に
つ
い
て
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等

で
、
ま
た
隣
接
民
家
へ
ボ
ー
ル
が
進

入
す
る
と
い
う
苦
情
・
要
望
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
防
球
ネ
ッ
ト

を
か
さ
上
げ
し
た
。

②
整
備
計
画
は
な
い
が
、
今
後
利

用
者
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

③
経
費
節
減
、
利
便
性
向
上
、
稼

働
率
向
上
等
が
期
待
で
き
る
。

④
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
健
康

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
と
の
連
携
、
協
働
が
重
要
に
な
る

と
考
え
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
就
学

前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
予
定
と

対
象
人
数
及
び
経
費
は
。

②
他
市
の
状
況
は
。

③
国
が
小
・
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
化
し
た
場
合
の
対
象
人
数

と
経
費
は
。

市
長

①
段
階
的
に
対
応
し
て
い
く

が
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
5
歳
児
を

対
象
と
し
た
場
合
約
千
5
百
人
で
、

経
費
は
年
間
5
千
4
百
50
万
円
程
度
、

20
年
4
月
か
ら
就
学
前
の
6
歳
児
を

対
象
と
し
た
場
合
約
850
人
で
、
年
間

3
千
90
万
円
程
度
と
な
る
。

②
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
、
中

学
校
卒
業
ま
で
が
3
区
、
小
学
校
卒

業
ま
で
が
1
区
、
小
学
校
3
年
生
ま

で
が
1
区
あ
る
。
今
後
、
都
の
動
向

や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

③
小
学
校
全
体
で
1
万
百
4
人
、

2
億
2
千
2
百
29
万
円
、
中
学
校
全

体
で
4
千
9
百
77
人
、
1
億
9
百
49

万
円
と
な
る
。

民
総
合
体
育
館
な
ど
の
公
共
施
設
等

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。

②
施
設
利
用
者
の
避
難
行
動
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転
倒
や
落
下

物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
、
あ
る
い
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
早
い
段
階
で
制
御

し
て
、
閉
じ
込
め
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。

③
気
象
庁
で
も
情
報
の
精
度
向
上
・

迅
速
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
た

め
、
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
場
合
に

は
検
討
し
た
い
。

一般質問

教
育
・
文
化

小
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
と
夏
休
み
の

プ
ー
ル
を
安
全
に
楽
し
く

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

7
駅
周
辺
の
歩
道
で
、
自
転
車
の
通

行
禁
止
区
間
は
合
計
何

か
。

②
公
安
委
員
会
が
設
置
し
た
規
制

標
識
以
外
に
、
自
転
車
の
通
行
禁
止

を
表
示
し
て
い
る
注
意
喚
起
の
看
板

な
ど
は
あ
る
か
。

③
市
民
か
ら
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向

上
を
求
め
る
意
見
は
あ
る
か
。

市
長

①
約
千
4
百

で
あ
る
。

②
花
小
金
井
駅
北
口
東
側
道
路
の

歩
道
に
、
標
識
タ
イ
プ
の
看
板
と
シ

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
防
犯

対
策
の
現
状
は
。

②
費
用
と
効
果
に
対
す
る
考
え
は
。

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
対
す

る
考
え
は
。

④
今
後
の
具
体
的
な
内
容
は
。

教
育
長

①
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の
開

催
、
非
常
通
報
装
置
の
設
置
、
防
犯

ブ
ザ
ー
の
配
布
、
教
職
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
る
校
内
・
校
外
の
巡

視
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
社
会
的
な
意
識
や
情
勢
が
変
化

し
た
中
で
、
費
用
と
効
果
の
意
識
が

変
化
し
、
安
全
へ
の
必
要
性
が
よ
り

高
ま
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
及
び
運
用

に
関
す
る
要
綱
を
定
め
、
そ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
各
学
校
長
へ
周
知
し

徹
底
し
て
い
る
。

④
要
綱
に
基
づ
き
個
人
情
報
の
保

護
を
踏
ま
え
適
切
に
運
用
し
て
い
く
。

小
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ

設

置

に

つ

い

て

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
平
成

15
年
9
月
定
例
会
で
可
決
し
た
教
育

基
本
法
の
見
直
し
に
慎
重
な
対
応
を

求
め
る
意
見
書
は
今
日
で
も
生
き
て

い
る
。
小
平
市
で
は
こ
の
意
見
書
が

否
定
さ
れ
、
教
育
基
本
法
を
改
定
し

教
育
基
本
法
の
改
定
は

必

要

な

い

宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

①
郷
土

文
化
の
保
存
・
継
承
の
現
状
は
。

②
文
化
財
の
指
定
や
保
護
、
管
理

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

③
無
形
文
化
財
で
あ
る
鈴
木
ば
や

し
の
活
動
状
況
と
、
伝
承
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
は
。

教
育
長

①
指
定
文
化
財
は
国
・
都
・

市
と
合
わ
せ
て
20
件
あ
る
。
そ
の
う

ち
旧
家
の
居
宅
な
ど
は
小
平
ふ
る
さ

と
村
に
移
築
・
保
存
し
、
旧
石
器
時

文

化

行

政

へ

の

取
り
組
み
に
つ
い
て

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
警
備
会
社

に
よ
る
実
態
調
査
の
結
果
は
。

②
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
運

用
方
法
は
。

③
地
域
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
特
徴
は
。

④
各
小
学
校
に
朝
だ
け
交
通
擁
護

員
を
配
置
し
た
場
合
の
経
費
は
。

教
育
長

①
防
犯
上
有
効
な
対
策
と

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に

行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

鈴
木
ば
や
し
の
演
奏
会

▲

自
転
車
走
行
の
注
意
喚
起
看
板

▲

道

路

駅

周

辺

の

歩

道

は

歩
行
者
優
先
を
表
示
す
る
べ
き

斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）

①
事
業

に
伴
う
第
三
小
学
校
用
地
の
買
収
状

況
等
は
。

②
全
小
学
校
の
校
庭
と
し
て
使
用

で
き
る
面
積
は
。

③
プ
ー
ル
と
体
育
館
を
一
体
化
し

て
新
設
し
、
校
庭
を
広
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

④
校
庭
西
側
の
市
道
765
号
線
を
廃

道
し
、
校
庭
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
昨
年
度
か
ら
都
北
多
摩

北
部
建
設
事
務
所
と
交
渉
を
行
い
、

都
の
用
地
取
得
要
望
と
市
の
要
望
を

調
整
し
て
い
る
。

②
運
動
場
及
び
プ
ー
ル
を
校
庭
と

し
た
場
合
、
最
小
は
十
二
小
の
4
千

9
百
66
平
方

、
最
大
は
十
四
小
の

9
千
5
百
98
平
方

で
あ
る
。

③
技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
工
事

期
間
中
の
プ
ー
ル
や
体
育
館
の
代
替
、

校
庭
の
使
用
制
限
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
現
状
で

は
難
し
い
。

④
住
民
が
利
用
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

五
日
市
街
道
（
回
田
町
〜
喜
平
町

一
丁
目
）歩
道
設
置
事
業
に
つ
い
て

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
公
立

昭
和
病
院
西
側
踏
切
内
の
歩
道
を
青

梅
街
道
の
整
備
計
画
で
拡
幅
で
き
な

い
か
。

②
花
小
金
井
駅
東
側
、
通
称
第
1

踏
切
南
側
の
せ
い
ぶ
通
り
路
面
部
分

を
カ
ラ
ー
舗
装
等
に
で
き
な
い
か
。

踏
切
の
歩
行
者
安
全
対
策
を

向

上

す

べ

き

花
小
金
井
駅
東
側
の
通
称
第
１
踏
切

▲

公

共

施

設

仲
町
図
書
館
・
公
民
館
の

建
て
か
え
計
画
の
検
討
に
つ
い
て

体
育
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
に

移
行
し
た
ら
ど
う
か

市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
や
す
く
で
き
な
い
か

防 災

安 全

気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

導
入
に
向
け
た
検
討
は

児 童

女 性

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を

中
学
校
ま
で
拡
充
で
き
な
い
か


